
令和６年度第78回栃木県芸術祭美術展審査結果（洋画部門） 
 

○ 応 募 総 数   174点  ［ 179点］ 

○ 入 賞 点 数    10点  ［   9点］  

○ 入 選 点 数   121点  ［ 107点］  ＊［ ］内は昨年度 

   

【審査寸評】 

応募作品は昨年より５点減ったものの、全体のレベルが高く、入賞・入選合わせて15点の増となった。 

抽象画の作品は少なかったが、自然の美しさや人間性を豊かな感性と秀でた表現力で描いた作品が揃

い、審査員を感心させた。芸術祭奨励賞を高校生が１名受賞しており、今後に期待をしたい。 

 

○芸術祭賞 「雨
あめ

の東 京
とうきょう

マラソン2007」 

新聞紙に木版で無数のマラソンランナーを刷った作品は、全体ではグレーのイメージが、近くで見る

と、ランナーひとりひとりが見えてくるトリッキーな視点と表現法で高い評価を得た。 

 

○準芸術祭賞 「ジェノサイド・戦慄
せんりつ

の日々
ひ び

」 

糸・布・金属・プラスチックなど多様な素材を駆使した作品で、戦場を想像させるインパクトやイメー

ジを作る表現力は見事である。 

 

○準芸術祭賞 「光
ひかり

のシャワー No.3」 

雨の中、横断歩道を歩く群衆を描いた作品で、点描のように見える荒い画肌と人々のシルエットが、抑

制された色調でやさしく溶け合い、叙情的で美しい。 

 

○Ｕ２５賞「あなたへ、わたしより」 

画面に布などを貼り付けて多様性を持たせつつ、女子高生の内面が多重なイメージで描かれた挑戦的な

作品で、若くみずみずしい多感な感受性が感じられる魅力的な作品である。 

 

【入賞者及び入賞作品】 

 

 ○芸術祭賞 

  横山 俊二 （よこやま しゅんじ） 〈野木町〉  「雨
あめ

の東京
とうきょう

マラソン2007」   

 

 ○準芸術祭賞   

鈴木 正一 （すずき まさいち）  〈那珂川町〉 「ジェノサイド・戦慄
せんりつ

の日々
ひ び

」  

橋本千津子 （はしもと ちずこ）  〈日光市〉  「光
ひかり

のシャワー No.3」       

 

○芸術祭奨励賞 

佐藤 夢碧 （さとう ゆあ）    〈宇都宮市〉 「息
いき

の隙間
すきま

」            

鈴木 和成 （すずき かずなり）  〈宇都宮市〉 「1/159562500の宇宙
うちゅう

」      

坂本 丈夫 （さかもと たけお）  〈宇都宮市〉 「モンステラ」         

渡辺 美聡 （わたなべ みさと）   〈壬生町〉  「彼
かれ

らの世界
せかい

 ２」        

大貫知代子 （おおぬき ちよこ）  〈鹿沼市〉  「腕
うで

」             

髙根澤栄子 （たかねざわ えいこ） 〈矢板市〉  「そらの記憶
きおく

」         

 

○Ｕ２５賞   

鈴木美瑚藻 （すずき みこも）   〈小山市〉  「あなたへ、わたしより」    

  



令和６年度第78回栃木県芸術祭美術展審査結果（彫刻部門） 
 

○ 応 募 総 数    32点  ［  20点］ 

○ 入 賞 点 数     7点  ［   7点］ 

○ 入 選 点 数    22点  ［  11点］  ＊［ ］内は昨年度 

 

【審査寸評】  

応募点数が32点と、過去10年で最多数の応募があったことはとてもうれしいことである。 

例年に比べ若い人の出品が多くあり、作品の素材が多様であり表現方法も多彩になっている。準芸術祭賞

もＵ２５世代が受賞となった。 

審査にあたって、オリジナリティーや自らの考えなどが作品に込められているかなどを中心に賞を選んだ。 

 

○芸術祭賞 

該 当 な し 

 

○準芸術祭賞 「旅
たび

の先
さき

は支離滅裂
しりめつれつ

」 

楠木の一木造りでこころの内を抽象表現で表している。 

ねじり合い、無数の紐状の形態を丁寧に彫り出している作品になった。存在感のある作品に仕上がってい

る。 

 

○Ｕ２５賞  「1万6277の胎
たい

」 

題名の「1 万 6277 の胎」について、作者の制作意図としては「この数字は出産できずに死んでしまう赤

ちゃんの数」とある。高校生の作品としてこの題材で立体作品を創ることは驚きである。直径１cmの鉄のナ

ットを無数に溶接して、トルソーの妊婦を表している。 

 

【入賞者及び入賞作品】 

○芸術祭賞 

該 当 な し 

 

○準芸術祭賞   

篠原 幸  （しのはら みゆき） 〈宇都宮市〉 「旅
たび

の先
さき

は支離滅裂
しりめつれつ

」       

 

○芸術祭奨励賞 

イソマオ  （いそまお）   〈那須塩原市〉 「午後
ご ご

0時00分 わたしの存在
そんざい

未知
み ち

証明
しょうめい

」 

栃木 友香 （とちぎ ともか）  〈宇都宮市〉 「現実
げんじつ

からの脱兎
だっと

」        

厚木 正昭 （あつき まさあき） 〈栃木市〉  「ゲルニカキューブ」       

小板橋秀雄 （こいたばし ひでお）〈鹿沼市〉  「あの頃
ころ

は」           

石山友梨香 （いしやま ゆりか） 〈神奈川県相模原市〉「ＢＡＧ
ば っ ぐ

 ＦＬＩＧＨＴ
ふ ら い と

」   

 

○Ｕ２５賞                                      

渡邊 大翔 （わたなべ はると） 〈鹿沼市〉   「1万6277の胎
たい

」          

  



令和６年度第78回栃木県芸術祭美術展審査結果（工芸部門） 

 
○ 応 募 総 数    61点  ［  70点］ 

○ 入 賞 点 数     9点  ［   8点］ 

○ 入 選 点 数    45点  ［  54点］  ＊［ ］内は昨年度 

 

【審査寸評】 

出品点数は減ったものの、全体としては意欲的・魅力的な作品が集まったと思われる。 

コロナ禍から世の中の状況が少し落ち着いてきて、新たな気持ちで創作に真摯に向かっていることが、

作品に新鮮な感じを与えていると思う。Ｕ25世代の準芸術祭受賞もあり、多様化する造形志向と、素材に

合った技の獲得の努力を含め、工芸の可能性を強く感じる審査会であった。 

 

○芸術祭賞  「水平
すいへい

変相
へんそう

」 

手捻りのひも作りで、エッジの鋭いシャープな形を作り、鉄と灰で作った釉薬を掛け、ガス窯で焼成さ

れており、水平に広がりを感じる現代的な作品である。 

 

○準芸術祭賞 「共 存
きょうぞん

共 栄
きょうえい

」 

透明なガラスをシャボン玉のように薄く吹いた、ひょろひょろとした三つのパーツの上部が中心に向か

い合うように配置されている。風で飛んでしまいそうな軽い印象であるが、しっかりと三パーツが支えあ

い、絶妙にバランスを保っているようにも見える優れた作品である。 

 

○準芸術祭賞 「孔雀
くじゃく

」 

何となく鳥のイメージのある作品である。 

作者は孔雀の二つのイメージを一つの固まりとして表現していて、白い化粧土の部分とブルーの化粧土

の掻き落としの部分の対比がさわやかな作品である。 

 

【入賞者及び入賞作品】 

○芸術祭賞 

稲葉 武雄 （いなば たけお）  〈下野市〉  「水平
すいへい

変相
へんそう

」  （陶芸）    

 

○準芸術祭賞   

大川 琴音 （おおかわ ことね） 〈宇都宮市〉 「共存
きょうぞん

共栄
きょうえい

｣  (ガラス）    

鹿野 豊子 （しかの とよこ）  〈野木町〉  「孔雀
くじゃく

」    （陶芸）     

 

○芸術祭奨励賞 

加藤 恭子 （かとう きょうこ） 〈高根沢町〉 「天
てん

まで昇
のぼ

れ！」 （染織）    

大栁 火幹 （おおやなぎ かかん）〈日光市〉  「窯
よう

変
へん

大鉢
おおばち

（銀河
ぎんが

）」（陶芸）    

関根 茂夫 （せきね しげお）  〈宇都宮市〉  「ほおずき文
もん

花器
か き

」 （陶芸）    

中山 一郎 （なかやま いちろう）〈宇都宮市〉  「色即是空
しきそくぜくう

」     （漆芸）    

江田 委織 （えだ いおり）   〈佐野市〉  「黒味
くろみ

銅
どう

皆
かい

具
ぐ

」   （金工）    

鈴木 幸子 （すずき ゆきこ）  〈宇都宮市〉 「あ、いい音楽
おんがく

聞
き

こえてきた」（人形）  

 

○Ｕ２５賞                                      

該 当 な し 

 









第７８回 栃木県芸術祭美術展（洋画・工芸部門） 

芸  術  祭  賞 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工芸部門 芸術祭賞  

「水平変相」 稲葉 武雄 

 （ﾀﾃ 29 ㎝×ﾖｺ 90 ㎝） 

洋画部門 芸術祭賞 

「雨の東京マラソン 2007」  

 横山 俊二 

     （ﾀﾃ 77 ㎝×ﾖｺ 41 ㎝） 


